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今月のことば ～信じて任せる心～  右京支部 壮年総務 中野恵造 

３月の言葉は右京支部壮年総務中野恵造が担当させ

て頂きます。 

私は、企業に勤める会社員です。毎年２〜３月にな

ると上司からの評価が気になり、自信が無い私は、折

ある毎に上司や周りの目が気になり始めます。少しで

も良い印象で期末までを乗り切りたいと、失敗を恐れ

ながらの日々を過ごさなければならず、特に気を使い、

仕事が嫌になる時期かもしれません。 

なぜ嫌な気持ちになるのかと言いますと、私はここ

数年自分の納得の行く成績評価を得られず、「年に数回

の失敗」を理由に評価を下げられていると思っている

からです。「失敗しないように」「小さなミスはごまか

す」「厄介な仕事はやりたくない」「なるべく人任せに

したい」という、書くのも恥ずかしいぐらいの「負の

ループ」に陥ってしまいます。そんな自分が嫌で、情

けない気持ちになったり、「周りの人はみんな敵」とさ

え、思うときもあるほどです。  

３月の佼成、会長先生のご法話のレッテルのお話を

拝読させて頂きました。「人の好き嫌いに左右された

り、噂や偏見に基づくレッテルを貼って人を評価した

りしがちです」という文章を見て、私の心を見透かさ

れているのかなと、「ドキっ！」としました。 

私に「できない人」のレッテルを貼っているのは上

司の見る目が無いからだ！と、上司を責める心が常に

引っかかっているからです。これって、よく考えてみ

ると「自分はずっと評価されない人間なんだ」という 

レッテルを、自分で自分に貼ってしまっていることに

なるのでは…？ 

 会長先生のご法話にある「悉有仏性」ー生きとし生

けるものはみな仏と同じ本質を具えているーというこ

とは…自分の可能性を自分でムダにしてはならないと

いうこと。自分で自分にレッテルを貼ることは、上司

や周りの人にも私の小さな価値観でレッテルを貼って

しまっていたんだという事に気付かせて頂きました。  

人を誹謗中傷することは、自分を誹謗中傷する事な

のかも知れないなと、気付かせて頂きました。毎日ご

宝前でお題目を唱えさせて頂く事は、「すべての人が仏

となり、幸せになれることを信じて、神仏のはからい

にお任します」と誓っていることにほかなりません、

と教えて頂いています。 

 み仏さま、開祖さまありがとうございます。会長先

生ありがとうございます。ご先祖さま、おじいちゃん

おばあちゃん、お父さんお母さんから受継いだ、み教

えを頂く私からまず、菩薩の修行を実践しよう！「自

分を信じて」「人さまの仏性を信じて」「仏性礼拝行」

「自分から明るくあいさつ」「ありがとうの実践」をさ

せて頂きます。 

 ３月の会長先生のご法話を拝読させて頂き、今の私

にぴったりのお言葉で学ばせて頂けた事に感謝と、読

んで下さる方に少しでも共感頂けると幸いです。 

ありがとうございました。     

      合掌 

 

あなたのお仕事を教えて下さい ～中央支部 峰村吉亮さん～ 

Ｑ：仕事先はどちらですか。 

Ａ：昨年 10 月に退職するまで、㈱三笑堂在宅事業部

リメークセンターでした。 

Ｑ：どのような仕事内容でしたか。 

Ａ：介護商品の清拭、消毒、管理（メンテナンス）で、

安心で安全な商品に再生（甦る）して、次のお客

様に提供することです。 

Ｑ：なぜそのお仕事に就かれましたか。 

Ａ：京都に来て 34 年間、染色の会社に勤務するも倒

産に至り、「レンタル（再生）」「ボランティア（奉

仕）」の 2 つのキーワードで仕事を探した結果、

㈱三笑堂にご縁を頂きました。 

Ｑ：仕事中に心掛けていたことがあれば教えて下さい。 

Ａ：商品の再生をして次のお客様に提供しますが、直

接、お客様に会うことがないので、私は常に自分

の両親が使用することを思い描いて商品作りをし

ていました。 

また、一緒に働く仲間とは、それぞれの尊い所

を見出し認める努力をしてきました。その結果、

多くの事を学び、良きふれ合いが出来たと思いま

す。これも日頃のご法やサンガのお陰様と感謝で

いっぱいです。 

今は無職ですが、ボランティアの火は消す事な

く、次の夢に向かって準備しています。 

令和３年、私たちは「どこでも道場 祈り祈られ 笑顔と涙によりそおう」を実践して参ります。 
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